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東
日
本
大
震
災
時
に
、
東
久
留

米
駅
で
約　
人
の
帰
宅
困
難
者
が

５０

発
生
し
た
教
訓
を
踏
ま
え
、
市
と

西
武
鉄
道
株
式
会
社
は
、
大
規
模

地
震
な
ど
に
備
え
「
地
震
災
害
時

等
に
お
け
る
帰
宅
困
難
者
の
対
応

に
関
す
る
協
定
書
」
を　
年　
月

２５

１２

　
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

２６
　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
市
職
員

と
東
久
留
米
駅
係
員
が
協
力
し
て

　
住
宅
支
援
給
付
事
業
は
、
離
職

者
で
あ
り
、
就
労
意
欲
や
能
力
の

あ
る
方
の
う
ち
、
住
宅
を
喪
失
し

て
い
る
方
、
ま
た
は
喪
失
の
恐
れ

の
あ
る
方
に
対
し
て
、
賃
貸
住
宅

の
家
賃
の
た
め
の
支
給
を
す
る
こ

　
認
知
症
の
高
齢
者
を
介
護
す
る

家
族
の
方
、
日
々
の
不
安
や
心
配

事
な
ど
を
気
軽
に
話
し
に
来
ま
せ

ん
か
。
対
象
の
地
域
を
確
認
の
上
、

担
当
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
申
し
込
み
を
し
て
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
【
参
加
費
】１
０
０
円（
茶
菓
子

代
な
ど
）

◎
東
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】
上
の
原
・
金
山
町
・
神

宝
町
・
氷
川
台
・
大
門
町
・
小
山
・

東
本
町
・
新
川
町
・
浅
間
町
に
在

住
の
方

　
【
日
時
】
３
月　
日
（
木
）
午
後

２０

１
時　
分
～
２
時　
分

１５

４５

　
【
会
場
】東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
会

議
室
２

　
　
年
４
月
１
日
（
火
）
か
ら
保

２６
険
医
療
機
関
な
ど
で
一
部
負
担
す

る
金
額
の
割
合
が
、
次
の
通
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

　
（
１
）住
民
税
課
税
標
準
額
が
１

４
５
万
円
以
上
の　
歳
～　
歳
の

７０

７４

加
入
者
が
い
る
世
帯（
以
下
、「
現

役
並
み
所
得
世
帯
」）＝
３
割
負
担

（
※
）。
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

　
（
２
）「
現
役
並
み
所
得
世
帯
」

以
外
の
世
帯

　
①
誕
生
日
が
昭
和　
年
４
月
２

１９

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
東
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

３
・
９
９
９
６
へ
。

◎
中
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】
本
町
・
幸
町
・
中
央

町
・
南
沢
・
学
園
町
・
ひ
ば
り
が

丘
団
地
・
南
町
・
前
沢
一
～
三
丁

目
に
在
住
の
方

　
【
日
時
】
３
月　
日
（
月
）
午
後

１０

１
時
～
２
時
半

　
【
会
場
】中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー

第
３
会
議
室

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
中
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

０
・
８
１
８
６
へ
。

◎
西
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】前
沢
四
～
五
丁
目
、滝

山
・
野
火
止
・
八
幡
町
・
柳
窪
・

弥
生
・
下
里
に
在
住
の
方

　
【
日
時
】
３
月　
日
（
月
）
午
後

２４

１
時　
分
～
２
時
半

１５

　
【
会
場
】西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
講

日
以
降
の
加
入
者
＝
２
割
負
担
。

今
後
、　

歳
に
な
る
方
か
ら
順
次

７０

２
割
負
担
に
な
り
ま
す

　
②
誕
生
日
が
昭
和　
年
４
月
２

１４

日
～　
年
４
月
１
日
の
加
入
者
＝

１９

１
割
負
担
。
軽
減
特
例
措
置
が
行

わ
れ
る
た
め
、
１
割
負
担
の
ま
ま

で
変
わ
り
ま
せ
ん
。
現
在
お
持
ち

の
１
割
負
担
の
被
保
険
者
証
は
、

３
月　
日
（
月
）
で
有
効
期
間
が

３１

終
了
す
る
た
め
、
新
し
い
被
保
険

者
証
を
３
月
下
旬
に
簡
易
書
留
で

と
に
よ
り
、
住
宅
や
就
労
機
会
の

確
保
に
向
け
た
支
援
を
行
う
も
の

で
す
。

　
【
支
給
対
象
】申
請
時
に
、次
の

①
～
⑧
の
全
て
に
該
当
す
る
方

　
①
離
職
後
２
年
以
内
で
、　

歳
６５

安
全
を
確
保
し
、
帰
宅
困
難
者
は

駅
構
内
の
ト
イ
レ
や
公
衆
電
話
を

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
東
本
町
を
帰
宅
困
難
者
対

応
施
設
に
指
定
し
、
西
武
鉄
道
の

協
力
体
制
と
合
わ
せ
て
帰
宅
困
難

者
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
☎
４
７

０
・
７
７
６
９
へ
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
、
正
し
い
知

識
と
理
解
を
深
め
る
た
め
の
講
演

会
で
す
。
市
医
師
会
か
ら
講
師
を

迎
え
、
か
か
り
つ
け
医
の
立
場
か

ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支

援
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
【
日
時
】
３
月　
日
（
木
）
午
後

１３

３
時
～
５
時（
２
時
半
受
け
付
け
）

　
【
場
所
】市
役
所
７
階
７
０
１
会

議
室

　
【
定
員
】
先
着
１
０
０
人

　
【
講
師
】市
内
医
療
機
関
の
認
知

症
サ
ポ
ー
ト
医
師

　
【
費
用
】
無
料

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
※
手
話
通
訳
の
申
し
込
み
は
、

３
月
６
日
（
木
）
ま
で
に
フ
ァ
ク

ス
（
４
７
０
・
７
８
０
８
）
へ
。

　
詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
地
域
ケ

ア
係
☎
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内

線
２
５
０
２
・
２
５
５
７
）
へ
。

　

年
度
市
立
小
・
中
学
校

26特
別
支
援
学
級
で
の

介
助
員
（
臨
時
職
員
）

希
望
者
の
登
録

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、市
立
小・

中
学
校
に
設
置
し
て
い
る
特
別
支

援
学
級
な
ど
で
の
介
助
員
を
希
望

す
る
方
を
登
録
し
ま
す
。

　
【
職
種
】介
助
員（
臨
時
職
員
）　

　
【
内
容
】
市
立
小・中
学
校
に
設

置
し
て
い
る
特
別
支
援
学
級
な
ど

で
の
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保

　
【
資
格
】次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
。
①
教
員
免
許
を
持
つ
方

ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方
（
免
許

の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
）
②
特
別

支
援
学
校
、
特
別
支
援
学
級
に
お

い
て
介
助
員
の
経
験
の
あ
る
方
③

体
力
に
自
信
の
あ
る
方

　
【
雇
用
期
間
】６
カ
月
以
内（
更

新
の
場
合
あ
り
）

　
【
勤
務
地
】
市
立
小
・
中
学
校

　
【
勤
務
時
間
】１
日
６
時
間
半
以

内（
週
５
日
以
内
）。
た
だ
し
、学

校
に
よ
っ
て
勤
務
日
数
・
勤
務
時

間
が
異
な
り
ま
す

　
【
賃
金
】１
時
間
当
た
り
１
１
４

０
円
。
ほ
か
に
市
の
規
定
に
よ
り

交
通
費
を
別
途
支
給

　
申
し
込
み
は
履
歴
書
、
教
員
免

許
を
持
つ
方
は
免
許
の
写
し
を
持

参
し
て
、
直
接
学
務
課
（
市
役
所

６
階
）
へ
。

　

年
度
市
立
小
学
校
の

26交
通
擁
護
員
（
臨
時
職

員
）
希
望
者
の
登
録

　
市
立
小
学
校
の
交
通
擁
護
員
を

希
望
す
る
方
を
登
録
し
ま
す
。

　
【
職
種
】交
通
擁
護
員（
臨
時
職

員
）
　
【
内
容
】児
童
の
登
下
校
時
の
安

全
を
擁
護
す
る

　２６年第１回市議会定例会が３月３日（月）
～２７日（木）の日程で開催の予定です。
　市長の所信表明が３日（月）、所信表明に
対する総括代表質問が５日（水）、一般質問
が６日（木）～１１日（火）、常任委員会が１３
日（木）・１４日（金）、予算特別委員会が１７
日（月）～２４日（月）の予定です（いずれ
も土曜・日曜日、祝日は休会）。
　詳しくは議会事務局☎４７０・７７８９へ。

郵
送
し
ま
す
。

　
※
３
割
負
担
で
あ
っ
て
も
、
収

入
が
基
準
収
入
額
未
満
の
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
割
合
が
変
更
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
基
準
収
入
額

は
、　

歳
～　
歳
の
加
入
者
が
１

７０

７４

未
満
②
離
職
前
は
主
と
し
て
世
帯

の
生
計
を
維
持
し
て
い
た
③
就
労

能
力
と
常
用
就
職
の
意
欲
が
あ
り
、

公
共
職
業
安
定
所
へ
の
求
職
申
し

込
み
を
行
う
か
行
っ
て
い
る
④
住

宅
を
喪
失
、
ま
た
は
喪
失
す
る
恐

れ
が
あ
る
（
後
者
は
、
賃
貸
住
宅

な
ど
の
入
居
者
）
⑤
原
則
と
し
て

収
入
が
な
い
（
臨
時
的
収
入
が
あ

る
場
合
に
は
基
準
な
ど
あ
り
）
⑥

生
計
を
一
と
す
る
同
居
の
親
族
の

預
貯
金
の
合
計
が
、
単
身
世
帯
は

　
万
円
以
下
、
複
数
世
帯
は
１
０

５０

人
の
場
合
は
３
８
３
万
円
、
２
人

以
上
の
場
合
は
合
計
で
５
２
０
万

円
で
す
。

　
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
保
年

金
資
格
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
２

へ
。

　
【
資
格
】体
力
に
自
信
の
あ
る
方

　
【
雇
用
期
間
】６
カ
月
以
内（
更

新
の
場
合
あ
り
）

　
【
勤
務
地
】
市
立
小
学
校

　
【
勤
務
時
間
】
１
日
４
時
間
以

内
・
週
５
日
以
内
。
た
だ
し
、
学

校
に
よ
っ
て
勤
務
日
数
・
勤
務
時

間
が
異
な
り
ま
す

　
【
賃
金
】午
前
７
時
半
～
８
時
半

の
１
時
間
は
１
０
７
０
円
。
そ
れ

以
外
の
時
間
は
１
時
間
９
７
０
円
。

ほ
か
に
市
の
規
定
に
よ
り
交
通
費

を
別
途
支
給

　
申
し
込
み
は
履
歴
書
持
参
で
、

直
接
学
務
課
（
市
役
所
６
階
）
へ
。

　
詳
し
く
は
同
課
学
事
係
☎
４
７

０
・
７
７
７
９
へ
。

０
万
円
以
下
で
あ
る
⑦
国
の
住
居

喪
失
離
職
者
な
ど
に
対
す
る
雇
用

政
策
に
よ
る
貸
し
付
け
や
給
付

（
求
職
者
支
援
訓
練
・
受
講
給
付

金
な
ど
）、地
方
自
治
体
な
ど
が
実

施
す
る
類
似
の
貸
し
付
け
や
給
付

な
ど
を
受
け
て
い
な
い
⑧
暴
力
団

員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
６
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い

　
※
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　
【
支
給
額
】支
給
額
の
上
限
月
額

は
、
単
身
世
帯
が
５
万
３
７
０
０

円
、
複
数
世
帯
が
６
万
９
８
０
０

円
　
【
支
給
期
間
】
３
カ
月
間

　
詳
し
く
は
福
祉
総
務
課
☎
４
７

０
・
７
７
４
１
へ
。

習
室
２

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
西
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

２
・
０
６
６
１
へ
。

　
東
久
留
米
の
特
産
、
柳
久
保
小

麦
を
使
っ
た
ス
ト
ロ
ー
ワ
ー
ク
ス

（
麦
わ
ら
細
工
）
の
馬
を
作
り
ま

す
。
麦
わ
ら
を
編
み
な
が
ら
、
地

域
の
魅
力
に
つ
い
て
語
り
合
い
、

新
し
い
つ
な
が
り
も
編
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

　
【
日
時
】
３
月　
日
（
木
）
午
後

２０

７
時
～
８
時
半

　
【
会
場
】男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ

ー
会
議
室

　
【
定
員
】
先
着　
人
２４

　
【
講
師
】東
久
留
米
ヒ
ン
メ
リ
の

会
　
【
費
用
】
無
料

　
申
し
込
み
は
３
月
３
日
（
月
）

～　
日
（
月
）
に
、
電
話
ま
た
は

１７
直
接
同
セ
ン
タ
ー
☎
４
７
２
・
０

０
６
１
へ
（
火
曜
日
休
館
）

国
民
健
康
保
険
加
入
の

　

歳
～　

歳
の
方
へ

70

74

住
宅
支
援
給
付
の
ご
案
内

西
武
鉄
道
株
式
会
社
と
帰
宅
困
難
者
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

退
職
し
た
と
き
は
国
民

年
金
の
手
続
き
を

　
日
本
に
お
住
ま
い
で　
歳
～

２０

　
歳
の
方
と
そ
の
配
偶
者
（
扶

５９養
さ
れ
て
い
る
方
の
み
）
は
、

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
を
脱
退
し
た
と

き
に
は
、　

日
以
内
に
保
険
年

１４

金
課（
市
役
所
２
階
）に
届
け
出

て
、
国
民
年
金
（
１
号
被
保
険

者
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
届
け
出
を
せ
ず
、
国

民
年
金
を
払
わ
な
い
で
い
る
と
、

老
齢
年
金
や
、
万
が
一
の
と
き

の
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
も

ら
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
ら
、「
退

職
証
明
書
な
ど
（
公
務
員
の
場
合

は
、
退
職
辞
令
で
も
可
）」
と
「
認

め
印
」
を
持
参
し
、
同
課
で
、
本

人
と
配
偶
者
の
国
民
年
金
加
入
の

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
退
職
の
翌
日
に
再
就
職

し
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
す
る
方
、
ま
た
は
、
そ
の
方
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
国
民

年
金
第
３
号
被
保
険
者
と
な
っ
て

い
る
方
は
、
同
課
へ
の
届
け
出
は

不
要
で
す
。
勤
務
先
へ
の
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

過
去
2
年
間
に
国
民
年

金
保
険
料
の
未
納
期
間

が

あ

る

方

へ

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

が
で
き
る
対
象
期
間
が
拡
大
さ
れ

ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い

と
き
や
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に

困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
免
除

ま
た
は
猶
予
を
申
請
で
き
ま
す
。

　
　
年
４
月
か
ら
は
、
申
請
時

２６
点
の
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま

で
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
・
失
業
な
ど
を

理
由
と
し
た
免
除（
特
例
免
除
）

に
つ
い
て
も
、　

年
４
月
か
ら

２６

は
、
災
害
・
失
業
な
ど
が
あ
っ

た
年
の
翌
々
年
６
月
ま
で
の
期

間
に
つ
い
て
、
申
請
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
（　
年
３
月

２６

以
前
に
あ
っ
た
災
害
・
失
業
も

対
象
と
な
り
ま
す
が
、
過
去
分

の
審
査
対
象
期
間
は
、
２
年
１

ヵ
月
前
ま
で
で
す
）。

　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・　

・
１
４
１

５６

１
ま
た
は
市
保
険
年
金
課
☎
４

７
０
・
７
７
３
２
へ
。

臆

俺

牡

卸
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「
認
知
症
介
護
者
家
族
会
」
を

開
催
し
ま
す

「
正
し
く
知
ろ
う
！
認
知
症
」

～
認
知
症
に
な
っ
て
も

地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に
～

第１回市議会定例会を
開催します

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
主
催

夜
カ
フ
ェ「
地
域
素
材
で
手
仕
事
」


